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日

本

印

刷

産

業

連

合

会

で

は
、
二
〇
〇
六
年
に
印
刷
業
界

の
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
環
境

保
全
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

印
刷
工
場
と
印
刷
製
品
の
総
合

的
な
環
境
配
慮
を
す
す
め
る
グ

リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
認
定

制
度
（
略
称
：
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
）

を
創
設
し
ま
し
た
。 

Ｇ

Ｐ

認

定

制

度

は

三

つ

の

制
度
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

環
境
配
慮
さ
れ
た
印
刷
工
場
を

認
定
す
る
「
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
制

度
」
、
印
刷
工
場
が
使
用
す
る

資
機
材
を
認
定
す
る
「
Ｇ
Ｐ
資 

機
材
認
定
制
度
」
、
認
定
工

場
が
製
造
し
た
印
刷
製
品
に
Ｇ

Ｐ
マ
ー
ク
（
環
境
ラ
ベ
ル
）
を

表
示
で
き
る
「
Ｇ
Ｐ
製
品
認
定

制
度
」
の
三
つ
で
す
。
い
ず
れ

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
実
現
に

寄
与
す
る
も
の
で
す
。 

 

グ

リ

ー

ン

プ

リ

ン

テ

ィ

ン

グ
工
場
認
定
制
度
（
Ｇ
Ｐ
工
場

認

定

制

度

）

は

、

日

印
産
連

「
各
印
刷
サ
ー
ビ
ス
」
グ
リ
ー

ン
基
準
に
基
づ
き
、
客
観
的
な

審
査
に
よ
っ
て
環
境
配
慮
さ
れ

た
印
刷
工
場
を
認
定
す
る
制
度 

 

                  

で
す
。 

本
制
度
は
印
刷
形
式
に
よ
り
次

の
４
部
門
に
分
か
れ
て
お
り
、 

認
定
基
準 

等
は
全
て
当
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

■
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
部
門 

■
シ
ー
ル
印
刷
部
門 

■

グ

ラ

ビ

ア

印

刷

（

軟

包

装
）
部
門 

■
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
部
門 

現

在

Ｇ

Ｐ

認

定

工

場

を

取

得
し
て
い
る
の
は
、
四
四
六
社

あ
る
が
、
シ
ー
ル
印
刷
業
界
で

も
全
国
で
二
十
七
社
が
取
得
し 

                   

 て
お
り
、
当
組
合
で
は
六
社
が

取
得
し
て
い
ま
す
。 

特

に

工

業

系

の

ラ

ベ

ル

は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
が
求
め
ら
れ
て

い
た
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
取
得
費
用

が
高
価
で
あ
り
、
取
得
し
て
か

ら
も
毎
年
高
価
な
監
査
料
な
ど

が
必
要
な
た
め
、
小
規
模
零
細

企
業
で
は
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
印
刷

業
界
用
に
出
来
な
い
か
と
考
え

ら
れ
た
の
が
Ｇ
Ｐ(

グ
リ
ー
ン 
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ＧＰは印刷業界のＩＳＯです! 

国や東京都も認めています。  
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プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ)

制
度
で
す
。 

取

得

費

用

も

定

額

に

抑

え

ら
れ
て
お
り
、
九
人
以
下
の
企

業
な
ら
認
定
申
請
料
、
審
査
料
、

認
定
登
録
料
込
み
で
、
八
万
三

千
八
百
十
一
円
で
三
年
間
有
効

と
な
り
ま
す
。 

と

は

言

っ

て

も

実

際

に

申

請
と
な
る
と
手
続
き
が
面
倒
だ

と
い
う
事
も
あ
り
、
自
分
で
申

請
書
類
を
作
る
の
は
大
変
な
た

め
、
組
合
で
は
そ
の
手
続
き
を

全
面
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。 

組

合

参

与

の

清

宮

企

画

の

清
宮
和
夫
氏
が
申
請
か
ら
取
得

ま
で
の
作
業
を
実
費
程
度
で
一

貫
し
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
た
め
、

小
規
模
零
細
企
業
で
も
取
得
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

す

で

に

当

組

合

員

の

サ

ン

技
研
、
弥
生
印
刷
紙
工
、
前
田

印
刷
所
は
清
宮
氏
の
指
導
で
取

得
し
て
お
り
、
当
組
合
以
外
で

も
多
く
の
実
績
が
あ
り
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
Ｇ
Ｐ
取
得
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

環

境

問

題

は

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

と

深
い
関
係
が
あ
り
、
さ
ら
に
規

制
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
こ
と

は
必
至
で
、
今
か
ら
準
備
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

是

非

組

合

に

ご

一

報

く

だ

さ
い
。 

              

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会(

田
中
祐
会
長)

主

催

の

「

第

六

十

五

回

年
次
大

会
・
金
沢
大
会
」
は
、
十
月
十

三
日(

金)

に
、
石
川
県
金
沢
市

の
「
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
」(
写

真)

に
於
い
て
、
東
海
北
陸
シ

ー
リ
ン
グ
印
刷
協
同
組
合
の
担

当
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

す

で

に

各

組

合

か

ら

組

合

員
・
会
友
、
協
賛
会
に
対
し
て

案
内
状
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
も
案
内
状
に
印
刷
さ

れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は

連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

申
し
込
む
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
だ
お
申
し
込
み

で
な
い
方
は
、
奮
っ
て
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

■
大
会
式
典 

開

催

日

：

二

〇

二

三

年

十

月
十
三
日(

金)

・
十
四
日(

土)
 

 

■

会 

場

：

ホ

テ

ル

日

航

金
沢(

金
沢
駅
前)

 

■
受
付
午
後
二
時
半
か
ら 

 
 

■

講

演

会

（

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
午
後
二
時
半

か
ら
三
時
半 

 

■

式

典

午

後

三

時

四

十

五

分
か
ら
五
時
十
五
分 

■

懇

親

会

・

午

後

五

時

半

か
ら
七
時
半 

 

■
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン 

十

月
十
四
日(

土)
 

（
金
沢
市
内
半
日
観
光
（
昼
食

付
）
）
大
会
参
加
費
：
二
万
二 

 

 

千
円 

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
参

加
費
：
八
千
円 

■
申
込
期
間
： 

七
月
二
十

四

日(

月)

～

八

月

二

十
一
日

(

月) 
 

 

お
詫
び
と
訂
正 

本

紙

七

月

号

の

暑

中

見

舞

い
広
告
の
中
で
、
「
㈱
ヨ
シ
ダ

機
材
」
の
社
名
が
、
㈱
ヨ
シ
ダ

印
刷
機
材
と
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
お
詫
び
し
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

組
合
員
名
簿
発
刊 

 

組

合

で

は

「

二

〇

二

三

年
・
二
〇
二
四
年
版
組
合
員
名

簿
」
を
こ
の
ほ
ど
発
刊
し
、
皆

様
の
お
手
元
に
配
布
し
て
お
り

ま
す
。
訂
正
や
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
組
合
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。 

          

    

 

          

  

                

第６５回年次大会・金沢大会  

10 月 13 日 14 日に開催  

パネルディスカッションも企画

翌日はエクスカーションも  

 



   

【
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
】 

人
間
・
社
会
・
地
球
環
境
に

負
荷
が
少
な
い
、
持
続
可
能
な

発
展
。 

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

と

は

、

英

語
で
「
持
続
可
能
な
」
と
い
う

意
味
。
近
年
で
は
、
地
球
環
境

を
維
持
し
な
が
ら
、
未
来
に
向

け
て
生
活
や
経
済
を
発
展
さ
せ

て
い
く
と
い
う
意
味
合
い
で
使

わ
れ
て
い
る
。
身
近
な
例
で
言

う
と
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の
廃

止
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

を

含

む

略

語
と
し
て
は
、
「S

D
G

s

（

エ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標
と
い
う
意
味
で
、
「
海
や
陸

の
資
源
を
守
る
」
「
貧
困
・
飢

餓
を
な
く
す
」
な
ど
、
十
七
の

目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
】 

法
や
社
会
的
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
。 

企

業

が

法

令

や

社

会

的

な

規
範
を
守
る
こ
と
を
指
す
。
ル

ー
ル
だ
け
で
な
く
、
倫
理
や
道

徳
な
ど
の
モ
ラ
ル
を
守
る
こ
と 

も
重
要
と
さ
れ
る
。
略
語
は 

   

「
コ
ン
プ
ラ
」
。 

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
】 

世
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
人
。 

人

々

の

購

買

活

動

に

強

い

影
響
を
与
え
る
人
を
指
す
。
こ

れ
ま
で
は
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
活
躍
す
る
有
名
人
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
だ
っ
た
が
、
最
近

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人

気
が
高
い
一
般
人
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
」

や
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」
が
代

表
的
。 

【
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】 

新
し
い
こ
と
・
も
の
を
作
り

出
し
、
社
会
に
価
値
を
生
み
出

す
こ
と
。
技
術
革
新
。 

主

に

ビ

ジ

ネ

ス

用

語

と

し

て
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
発
想
や
技
術
を
取
り
入
れ
て
、

社
会
に
よ
い
変
化
を
も
た
ら
す

こ
と
を
指
す
。 

【
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
】 

利
用
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
サ 

ー
ビ
ス
に
対
し
、
定
額
料
金
を 

支
払
う
こ
と
。 

簡
単
に
言
う
と
、
「
定
期
購

読
」
や
「
年
間
購
読
」
の
こ
と 

   

月

額

料

金

を

支

払

え

ば

音

楽
が
聴
き
放
題
に
な
っ
た
り
、

映
画
や
ド
ラ
マ
が
見
放
題
に
な

っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
「
定
額

サ
ー
ビ
ス
」
に
対
し
て
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
よ
く
「
サ
ブ

ス
ク
」
と
略
さ
れ
る
。 

【
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
】 

国
籍
、
性
別
、
年
齢
な
ど
、

人
間
の
多
様
性
。 

主

に

経

営

分

野

で

使

わ

れ

る
言
葉
。
多
様
な
人
材
を
受
け

入
れ
て
、
企
業
の
競
争
力
を
高

め
る
こ
と
を
指
す
。 

元

々

は

ア

メ

リ

カ

で

広

が

っ
た
考
え
方
で
、
女
性
や
多
様

な
人
種
が
公
平
に
採
用
さ
れ
、

差
別
の
な
い
処
遇
を
受
け
る
こ

と
を
目
指
す
取
り
組
み
だ
っ
た
。 

日
本
で
は
人
権
を
守
る
他
に
、

少
子
高
齢
化
で
労
働
人
口
が
減

る
の
を
防
ぐ
な
ど
の
目
的
が
あ

る 【
ト
レ
ン
ド
】 

流
行
。 

主

に

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

業

界

で
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
流

行
し
て
い
る
服
装
の
こ
と
を
言

う
。
似
た
言
葉
に
「
ブ
ー
ム
」

が
あ
る
が
、
ト
レ
ン
ド
は
流
行

が
長
く
続
く
の
に
対
し
、
ブ
ー

ム
は
そ
の
期
間
が
短
い
。 

近

年

で

は

、

ツ

イ

ッ

タ

ー

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
人
と
の
交
流
を
楽
し

む
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
）
で
話
題

の
事
柄
も
指
す
。
こ
の
場
合
は
、

投
稿
回
数
が
急
激
に
増
え
た
言

葉
を
意
味
す
る
。 

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
】 

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
強
い

影
響
力
を
持
つ
人
。 

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
と
は
、

写
真
や
動
画
を
共
有
で
き
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

人
と
の
交
流
を
楽
し
む
会
員
制

サ
ー
ビ
ス
）
の
こ
と
。
フ
ォ
ロ

ワ
ー
（
そ
の
人
の
投
稿
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
登
録
し
て
い
る
人
）

の
人
数
が
多
い
人
を
、
こ
の
よ

う
に
呼
ぶ
。 

【
バ
ズ
る
】 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
大
き
く

話
題
に
な
る
事
。 

主

に

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

上

で

注

目

を
浴
び
た
文
章
や
写
真
、
動
画

な
ど
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
口
コ

ミ
効
果
を
利
用
し
て
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
知
名
度
を
上
げ
る
こ

と
を
、
「
バ
ズ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
と
言
う
。 

【
参
考
資
料
】 

t
o

k
u

s
e

n
g

a
i.c

o
m

 

         

 

                       

い
ま
さ
ら
人
に
聞
け
な
い
、
最
近
よ
く
聞
く
カ
タ
カ
ナ
言
葉 

あ
な
た
は
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

https://tokusengai.com/_ct/17387002


      

こ

こ

ま

で

読

ん

で

い

た

だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い

か
が
で
し
た
か
。 

コ

ロ

ナ

過

中

一

冊

の

本

と

出
会
い
、
も
う
一
人
中
島
み
ゆ

き
と
い
う
人
と
出
会
い
ま
し
た
。

息
子
が
誕
生
日
に
Ｃ
Ｄ
を
贈
っ

て
く
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
か

ら
実
際
に
聞
い
て
み
た
い
と
、

切
符
が
取
り
や
す
い
と
い
う
事

で
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

て
〝
夜
会
〟
を
見
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
と
は
異
な
り
満
足
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私

は

一

年

に

一

回

〝

天

城

越
え
〟
を
歌
っ
て
、
一
年
の
健

康
を
占
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

十
八
番
は
〝
地
上
の
星
〟
に
変

わ
り
ま
し
た
。
富
津
に
あ
る
〝

お
く
む
ら
〟
と
い
う
中
華
屋
さ

ん
で
七
～
八
人
カ
ラ
オ
ケ
を
し

て
い
た
所
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

Ｃ

Ｄ

七

枚

の

中

か

ら

自

分

の
気
に
入
っ
た
歌
を
歌
い
ま
す
。 

月

一

回

中

島

み

ゆ

き

の
歌
九

〇
％
く
ら
い
で
す
。 

私
は
二
十
三
才
で
結
婚
、 

      

中

島

み

ゆ

き

さ

ん

は

医

師

の
父
親
の
死
で
北
海
道
か
ら
東

京
へ
、
〝
ア
ザ
ミ
嬢
の
ラ
ラ
バ

イ
〟
〝
時
代
〟
で
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
た
。
以
前
私
は
川
中
み
ゆ

き
さ
ん
と
中
島
み
ゆ
き
を
区
別

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
直
に
聞

く
機
会
は
た
ぶ
ん
な
い
で
し
ょ

う
。 そ

れ

な

ら

私

が

歌

お

う

と

カ
ラ
オ
ケ
で
訓
練
中
で
す
。
カ

ラ
オ
ケ
で
は
中
島
み
ゆ
き
の
歌

は
確
実
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。 

聞
い
て
み
た
い
と
い
う
人
も
出

て
き
て
い
る
の
で
す
。
嬉
し
い

で
す
。 

何

か

心

に

引

っ

か

か

る

も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
た

ぶ
ん
、
歌
が
歌
っ
て
よ
っ
て
言

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

素
直
に
そ
れ
に
従
う
日
々
も
い

い
か
な
っ
て
言
う
日
々
で
す
。 

そ

し

て

こ

れ

か

ら

ど

う

し

ま
し
ょ
う
か
。
食
生
活
を
替
え

る
と
い
う
の
は
本
当
に
大
変
で

す
。
そ
こ
で
食
物
繊
維
を
足
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
食
物
繊
維
っ
て
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。 

野
菜
、
豆
、
穀
類
、
キ
ノ
コ
，

海
藻
に
多
く
含
ま
れ
て
い
て
日

常
的
に
取
り
や
す
い
の
で
す
。 

 

米
は
白
米
よ
り
五
分
米
、
七

分
米
、
玄
米
を
、
パ
ン
は
ラ
イ

麦
入
り
、
う
ど
ん
よ
り
そ
ば
を
、

酒
の
つ
ま
み
は
、
ク
ル
ミ
、
ア

ー
モ
ン
ド
、
ナ
ッ
ツ
類
、
種
子

類
を
、
発
酵
食
品
は
日
本
の
お

家
芸
、
み
そ
汁
、
納
豆
、
漬
物
、

無
糖
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
果
物
は

そ
の
ま
ま
で
、
ジ
ュ
ー
ス
類
は

カ
ロ
リ
ー
高
く
な
り
ま
す
。
ヒ

ト
の
酵
素
で
分
解
さ
せ
る
の
が

ベ
ス
ト
で
す
。 

食

物

繊

維

を

増

す

こ

と

で

ア
ッ
カ
ー
マ
ン
シ
ア
が
繁
栄
す

る
。
や
せ
型
体
系
に
関
す
る
細

菌
で
す
。
食
物
繊
維
を
増
や
し

た
後
に
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ

に
現
れ
る
変
化
は
そ
の
ま
ま
固

定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
状
態
を
維
持
す
る
に
は
永
遠

に
微
生
物
に
餌
を
与
え
続
け
な

く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

も
食
物
繊
維
を
食
べ
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
微
生
物
の
友

人
た
ち
の
た
め
に
食
べ
る
の
は

私
自
身
の
健
康
を
よ
く
す
る
こ

と
以
上
の
意
味
が
あ
る
。 

太

っ

て

い

る

人

を

見

る

と

つ
い
つ
い
非
難
し
た
く
な
る
。

い
や
い
や
個
人
の
責
任
で
は
な

い
の
で
す
。
広
告
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
青
汁
よ
り
野
菜

を
自
分
の
出
す
酵
素
で
、
改
装

は
日
本
人
の
み
が
唯
一
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
プ

レ
ビ
ウ
ス
菌
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

大
切
に
し
た
い
で
す
、 

 

チ
ー
ズ
と
サ
ツ
マ
イ
モ(

日

本
人
は
よ
く
食
べ
て
い
た)

、

漬
物
の
後
に
リ
ン
ゴ
、
バ
ナ
ナ

を(

塩
加
減
す
る
カ
リ
ウ
ム
が

多
い>

 

  

ス
ー
パ
ー
で
よ
く
見
ま
わ

し
て
か
ら
買
う
と
き
は
「
う
ー

ん
、
こ
れ
体
に
と
っ
て
好
き
か

な
あ
」
と
ひ
と
呼
吸
し
て
か
ら

買
い
ま
し
ょ
う
。 

自

分

の

見

方

は

唯

一

こ

の

体
な
の
で
す
か
ら
、
う
ん
ち
大

事
で
す
。
食
べ
物
に
よ
っ
て
変

化
し
ま
す
。
体
の
中
の
状
態
を

知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。 

知
っ
て
い
ま
し
た
か
。 

Ｎ

Ａ

Ｓ

Ａ

で

は

宇

宙

食

を

食
べ
続
け
る
宇
宙
飛
行
士
の
ウ

ン

チ

は

、

国

家

機

密

だ
っ
て

ね
！
！ 

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

-
 

完  -
-

 

                     

             

 

 

寄
稿
「
生
命
の
種
」
第
二
弾 

⒄ 

最
終
回 

 
 

食
物
繊
維
を
足
し
て
食
べ
続
け
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

有)

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｖ 

篠
田 

ち
ゑ 



■
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害 

長
期
に
わ
た
り
（
通
常
は

5
年
以
上
）
過
剰
な
飲
酒
を
常
習

的
に
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
肝
障
害
の

総
称
。
大
量
の
中
性
脂
肪
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
に
蓄
積

し

た

「

ア

ル

コ

ー

ル

性
脂
肪

肝
」
、
炎
症
を
起
こ
し
て
い
る 

             

  

状

態

の

「

ア

ル

コ

ー

ル
性
肝

炎
」
、
脂
肪
肝
や
肝
炎
が
進
行

し
て
肝
臓
内
に
繊
維
が
蓄
積
さ

れ
る
「
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
線
維

症
」
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
重

症
化
す
る
と
、
肝
臓
が
ぼ
こ
ぼ

こ
と
固
く
な
っ
た
状
態
に
な
る

「
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬
変
」
や

肝

臓

の

細

胞

が

が

ん

化
す
る

「
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
が
ん
」
な

ど
、
命
に
関
わ
る
疾
患
に
つ
な

が
る
こ
と
も
。
日
頃
か
ら
飲
酒

量
が
多
い
と
、
一
見
健
康
そ
う

に
見
え
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

臓
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
。 

■
原
因
と
は 

ア

ル

コ

ー

ル

性

肝

障

害

の

主
な
原
因
は
大
量
な
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
を
長
年
続
け
る
こ
と
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
や
腸
管

か
ら
細
菌
成
分
を
含
め
た
炎
症

物
質
が
吸
収
さ
れ
肝
臓
に
入
る

こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
体
内
で

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
と
き
、

有
毒
物
質
で
あ
る
「
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
」
も
発
生
す
る
。
肝

臓
は
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

を
無
害
な
水
や
二
酸
化
炭
素
に

分
解
す
る
役
割
を
担
う
。 

と

こ

ろ

が

、

大

量

の

飲

酒

を
続
け
て
い
る
と
、
肝
臓
が
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
し
き

れ
な
く
な
る
こ
と
に
。
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
に
攻
撃
さ
れ
た
肝

臓
の
細
胞
は
変
性
や
壊
死
を
引

き
起
こ
し
、
次
第
に
肝
臓
の
機

能
は
低
下
し
て
い
く
。
た
だ
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
能
力

は
、
遺
伝
的
な
要
素
に
も
左
右

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え

飲
酒
量
が
少
な
く
、
期
間
が
短

く
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

に
な
る
こ
と
も
。
ま
た
、
女
性

も
男
性
に
比
べ
て
、
短
期
間
の

飲
酒
で
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

が
発
症
・
悪
化
す
る
こ
と
が
多

い
。 

■
そ
の
症
状
は 

ア

ル

コ

ー

ル

性

肝

障

害

の

中
で
も
軽
症
な
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
は
目
立
っ
た
症
状
が
出

な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
お

腹
が
張
る
、
疲
れ
や
す
い
、
食

欲
が
な
い
な
ど
の
自
覚
症
状
が

あ
っ
た
と
し
て
も
見
過
ご
さ
れ

る
こ
と
も
。
そ
の
た
め
、
健
康

診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結

果
で
初
め
て
発
覚
す
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
脂
肪
肝
が
進
行

し
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
に
な
る

と
、
食
欲
不
振
、
倦
怠
感
、
発

熱
、
右
上
腹
部
の
鈍
痛
、
黄
だ

ん
な
ど
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

重
症
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
で
は
、

禁
酒
し
た
後
も
肝
臓
の
腫
れ
が

続
き
、
腎
不
全
、
消
化
管
出
血
、

肝
性
脳
症
と
い
っ
た
重
い
合
併

症
を
併
発
す
る
こ
と
が
。
さ
ら

に
肝
機
能
が
低
下
し
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
硬
変
へ
と
進
行
す
る
と
、

腹
水
や
黄
だ
ん
、
吐
血
、
腹
水
、

む
く
み
、
昏
睡
状
態
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
。 

■
治
療
方
法
は 

最

も

基

本

的

な

治

療

法

は

禁
酒
と
食
事
療
法
。
ア
ル
コ
ー

ル
の
摂
取
量
を
抑
え
て
肝
臓
を

休
め
る
と
と
も
に
、
食
事
の
内

容
を
脂
肪
分
の
少
な
い
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
も
の
に
す
る
。
そ

の
ほ
か
状
態
に
応
じ
て
薬
物
療

法
な
ど
を
行
う
。
ま
た
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
精
神
的

な
疾
患
が
過
剰
な
飲
酒
の
背
景

に
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
精
神
科

の
医
師
に
よ
る
治
療
も
必
要
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
や
ア
ル

コ
ー
ル
性
繊
維
症
の
場
合
、
薬

物
治
療
な
し
で
も
禁
酒
と
食
事

療
法
、
運
動
療
法
な
ど
に
よ
っ

て
改
善
で
き
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。 

 
 

ア

ル

コ

ー

ル

肝

炎

の

治

療

で
は
禁
酒
と
食
事
療
法
が
基
本

だ
が
、
重
度
の
場
合
は
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
を
使
う
な
ど
薬
物
療
法

や
血
漿
交
換
療
法
な
ど
を
行
う

こ
と
も
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬

変
は
治
療
に
よ
る
病
状
の
改
善

が
望
め
な
い
の
で
、
悪
化
を
食

い
止
め
る
た
め
の
治
療
を
し
、

状
況
に
よ
っ
て
は
肝
移
植
を
検

討
す
る
。
た
だ
し
、
肝
移
植
を

す
る
際
に
は
半
年
以
上
の
禁
酒

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
。 

【
参
考
資
料
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N o 1 78 健康がいちばん !   

怖い「アルコール性肝障害」 

治療法は禁酒と食事療法が最善   

https://doctorsfile.jp/medication/124/
https://doctorsfile.jp/medication/124/
https://doctorsfile.jp/medication/503/
https://doctorsfile.jp/medication/563/
https://doctorsfile.jp/medication/399/
https://doctorsfile.jp/medication/399/
https://tokuteikenshin-hokensidou.jp/news/2021/009672.php
https://doctorsfile.jp/medication/6/


    

㈱

サ

ン

ワ

コ

ー

ケ

ン

（

埼

玉
県
桶
川
市
坂
田
八
〇
二
☎
〇

四
八
‐
七
二
八
‐
〇
三
〇
九
）

は

デ

ジ

タ

ル

印

刷

後

加
工
機

「
Ｄ
Ｖ
‐
３
２
０Ⅲ

」
を
発
売

し
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。 

Ｄ

Ｖ

‐

３

２

０Ⅲ

の

特

徴

は
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
の
ロ
ー
ル 

                    

    

t
o

ロ
ー
ル
後
加
工
で
必
要
な 

ハ
ー
フ
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
ラ
ミ

ネ
ー
ト
・
カ
ス
上
げ
・
ス
リ
ッ

ト
ま
で
多
種
工
程
が
備
わ
っ
て

い
る
。
蛇
行
修
正
装
置
も
装
備

し
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
式
の
構
造

で
メ
デ
ィ
ア
を
吸
着
し
黒
マ
ー

ク
を
セ
ン
サ
ー
で
読
み
取
り
、

安
定
的
に
ハ
ー
フ
カ
ッ
ト
を
行 

                    

   
 

 

 

い
ま
す
。 

プ

ロ

ッ

タ

ー

ヘ

ッ

ド

標

準

２
式
搭
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

効
率
の
良
い
面
付
け
を
し
て
頂

け
ま
す
と
２
ヘ
ッ
ド
同
時
に
加

工
が
可
能
で
生
産
性
を
上
げ
る

事
が
出
来
ま
す
。 

２

軸

の

巻

き

取

り

軸

を

搭

載
し
て
い
る
の
で
、
ス
リ
ッ
ト

し
た
製
品
を
巻
き
分
け
巻
き
取

る
事
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

最

大

原

反

径

は

４

５

０

㎜

最
大
紙
巾
３
４
０
㎜ 

小
～
中

ロ
ッ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
で
の

加
工
に
対
応
で
き
る
機
械
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

オ

プ

シ

ョ

ン

と

し

て

シ

ェ

ア
ス
リ
ッ
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
や
純

カ
ッ
タ
ー
「
Ｐ
Ｔ
‐α

シ
リ
ー

ズ
」
と
の
同
期
ユ
ニ
ッ
ト
も
あ

り
、
１
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
の
後

加
工
作
業
を
さ
ら
に
手
助
け
で

き
る
用
意
も
ご
ざ
い
ま
す
。 

当

機

は

プ

ロ

ッ

タ

ー

機

で

刃
物
を
使
い
デ
ジ
タ
ル
の
カ
ッ

ト
デ
ー
タ
に
て
カ
ッ
ト
を
行
う

た
め
、
印
刷
の
仕
上
が
り
か
ら

す
ぐ
に
ハ
ー
フ
カ
ッ
ト
作
業
を 

し
て
製
品
作
り
に
取
り
掛
か
る 

    

事
が
可
能
な
の
で
、
短
納
期
の

物
に
即
時
対
応
す
る
事
が
出
来

ま
す
。 

機
械
サ
イ
ズ
も
ｗ
：1

5
8

0

㎜
Ｈ
：1

3
6

0

㎜
Ｄ
：9

5
0

㎜

機
械
重
量

4
5

0

㎏
と
コ
ン
パ

ク
ト
な
作
り
で
、
省
ス
ペ
ー
ス

で
機
械
配
置
す
る
事
が
可
能
で

す
。
同
社
で
は
デ
モ
機
を
常
時

設
置
し
て
お
り
テ
ス
ト
カ
ッ
ト

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

 

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
左
記

ま
で
。 
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第
二
〇
七
回

「

サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン
」 

 
 
デジタル印刷後加工機「DV-320Ⅲ」  

プロッターヘッドを 2 式搭載し 

安定的にハーフカットで生産性向上 

 

http://www.sanwacoken.co.jp/

